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審査意見への対応を記載した書類（６月） 

 

（目次） 医療技術学部 臨床検査学科 

１．養成する人材像、ディプロマ・ポリシーの内容が不明確であり、これらの妥当性を判断

できず、それに伴って３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー

及びアドミッション・ポリシーをいう。以下同じ。）の整合性も判断できない。このため、

以下の点を踏まえ、養成する人材像やカリキュラム・ポリシーを適切に改めるとともに、

養成する人材像、３つのポリシーの妥当性及び整合性を明確に説明すること。 

 

（１）「設置の趣旨等を記載した書類」において、「10．教育研究上の目的及び養成する人

材像、ディプロマ・ポリシー」との項目があるものの、養成する人材像の説明箇所が

特定できないことから、明確になるよう適切に改めること。 

（２）上記（１）のとおり、養成する人材像が明らかでないが、「設置の趣旨等を記載した

書類」の「５．既存の専門学校教育（３年課程）から学部教育に変更する理由」におい

て、本研究科が育成を目指す臨床検査技師には「リーダーシップや判断力」を備える

必要性を挙げているものの、養成する人材像やディプロマ・ポリシーにおいては関連

する記載が見受けられず、養成する人材像及びディプロマ・ポリシーの妥当性や整合

性を判断できない。 

（３）カリキュラム・ツリーについて、３つのポリシーの各項目が他の項目の全てに関連

しているものとなっているため、３つのポリシーについて各項目の対応関係が明らか

でなく３つのポリシーの整合性が判断できない。このため、３つのポリシーについて

各項目の対応関係が明確になるよう適切に改めた上で、３つのポリシーの整合性を改

めて説明すること。 

（是正事項）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 

  ２．審査意見１のとおり、養成する人材像及び３つのポリシーの妥当性及び整合性に疑義が

あるため、教育課程の妥当性についても判断できない。このため、審査意見１への対応を

踏まえて、本学部の教育課程が、適切なディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシ

ーに基づき、修得すべき知識等に係る教育が網羅され、体系性が担保された上で、適切に

編成されていることを明確に説明すること。 

 

（１）ディプロマ・ポリシー①において「責任感と倫理観」を掲げており、これに対応す

るカリキュラム・ポリシー①において「①普遍的な教養と高い責任感と倫理観を涵養

するためのカリキュラムを編成し」とあるが、カリキュラムマップを見ると、全て授

業科目がディプロマ・ポリシー①の関連科目とされており、ディプロマ・ポリシー①

及び関連するカリキュラム・ポリシー①の達成のために、必要な教育課程が適切に編

成されているかが判然としない。 

（２）ディプロマ・ポリシー⑤において掲げる「⑤地域・医療福祉への貢献力」に対応す

る教育課程として、必修科目が１年次前期に２科目、４年次に３科目設定されている
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ものの、このような授業科目の配当年次の設定により「地域・医療福祉への貢献力」

を体系的に養成する教育課程となっているか疑義があることから、掲げる資質・能力

を修得するため、順序性に留意した体系的かつ効果的な配当年次の設定となっている

ことを明確に説明するとともに、必要に応じて適切に改めること。 

（３）養成する人材像やディプロマ・ポリシー③において「コミュニケーション力」を掲

げており、「DP 達成に特に重要な科目」として設定している「コミュニケーションの基

礎」や「チーム医療（多職種連携）」において定期試験やレポートにより成績を評価す

ることとしているものの、これらの成績評価方法によりディプロマ・ポリシーで掲げ

る「コミュニケーション力」の達成を評価できるかが判然としないことから、「コミュ

ニケーション力」を養うという目的に照らし、その成績評価方法が妥当であることを

説明するか、必要に応じて適切に改めること。 

（是正事項）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

３．アドミッション・ポリシーについて、関係する審査意見への対応を踏まえて、ディプロ

マ・ポリシーやカリキュラム・ポリシー、教育課程等との整合性を担保した上で、妥当な

ものであることを改めて明確に説明するとともに、必要に応じて適切に改めること。 

（是正事項）・・・１３ 

４．一般選抜試験の個別方式について「学力検査として英語のほか数学ⅠA または国語から 

1 科目、理科（物理、化学、生物、「物理基礎,化学基礎 ,生物基礎の 2科目合計」から 1科

目選択）の 4 科目から 1 科目を課す方式」として実施するとの記載があるが、理科につい

ては「物理、化学、生物、「物理基礎,化学基礎,生物基礎の 2 科目合計」から 1 科目選択」

とあるため、「4 科目から 1 科目を課す」の「4 科目」がいずれの科目を意図しているもの

か不明確であり、入学者の能力を適切に判断できる内容となっているかが判断できない。

一般選抜試験の個別方式の内容が明確になるよう適切に改めた上で、アドミッション・ポ

リシーと整合し、妥当であることを説明すること。（是正事項）・・・・・・・・・・１４

５．本学の学則において、学校教育法施行規則第４条第１項第９号に規定する「寄宿舎に関

する事項」について記載が見受けられないことから、適切に改めること。（是正事項） 

・・・１９

６．申請書類について、用語の混同や誤字脱字等全般的に文章の不備が散見されるので、網

羅的に確認を行った上で、適切に改めること。（改善事項）・・・・・・・・・・・・２０ 
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（是正事項）医療技術学部 臨床検査学科 

 

１．養成する人材像、ディプロマ・ポリシーの内容が不明確であり、これらの妥当性を判断で

きず、それに伴って３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー及びア

ドミッション・ポリシーをいう。以下同じ。）の整合性も判断できない。このため、以下の点

を踏まえ、養成する人材像やカリキュラム・ポリシーを適切に改めるとともに、養成する人材

像、３つのポリシーの妥当性及び整合性を明確に説明すること。 

 

（１）「設置の趣旨等を記載した書類」において、「10．教育研究上の目的及び養成する人材

像、ディプロマ・ポリシー」との項目があるものの、養成する人材像の説明箇所が特定できな

いことから、明確になるよう適切に改めること。 

（２）上記（１）のとおり、養成する人材像が明らかでないが、「設置の趣旨等を記載した書

類」の「５．既存の専門学校教育（３年課程）から学部教育に変更する理由」において、本研

究科が育成を目指す臨床検査技師には「リーダーシップや判断力」を備える必要性を挙げてい

るものの、養成する人材像やディプロマ・ポリシーにおいては関連する記載が見受けられず、

養成する人材像及びディプロマ・ポリシーの妥当性や整合性を判断できない。 

（３）カリキュラム・ツリーについて、３つのポリシーの各項目が他の項目の全てに関連して

いるものとなっているため、３つのポリシーについて各項目の対応関係が明らかでなく３つの

ポリシーの整合性が判断できない。このため、３つのポリシーについて各項目の対応関係が明

確になるよう適切に改めた上で、３つのポリシーの整合性を改めて説明すること。 

 

 

（対応） 

 審査意見１「養成する人材像、ディプロマ・ポリシーの内容が不明確」であり、「３つのポリ

シーの整合性も判断できない」とのご指摘を受け、審査意見１に含まれる（１）～（３）の内容

を踏まえ、養成する人材像の明確化及び３つのポリシー間の対応関係の整合性を図り、以て全体

として明瞭となるよう、設置の趣旨等を記載した書類の各該当箇所を修正・補記しました。 

 特に、（１）への対応としては、設置の趣旨等を記載した書類における「養成する人材像」に

関して、説明箇所が明確になるように見出しを追記するとともに、説明内容についても全体的に

修正・補記しました。（２）への対応としては、（１）で改めた「養成する人材像」の説明のなか

で、「専門性を生かしたリーダーシップを持ち適切な状況判断によって臨床医学に貢献すること

ができる人材を育成する」との目的を明示するとともに、ディプロマ・ポリシーにおいてもこの

目的を明確化し、双方の整合性を図るために修正・補記しました。（３）への対応としては、３

つのポリシー間の対応関係が明確になり、養成する人材像との整合性が図られるように、設置の

趣旨等を記載した書類を修正・補記しました。さらに、（３）の修正等に基づき、カリキュラム

ツリー（資料１）、カリキュラムマップ（資料２）を全体的に修正しました。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（13ページ） 

新 旧 

（３）養成する人材像 

大学教育においては、単に専門知識や技能

を教授するのみならず、同時に普遍的な教養

と高い倫理観を備えることによって、学生の

人間性を高める役割がある。特に、医療に携

わる専門家としての臨床検査技師に対して

は、医療人としての意識を持つことの重要性

を充分に認識させる必要がある。そのために

は、普遍的な教養を身に付け、医療従事者と

しての強い責任感と高い倫理観を持つ人材を

育成することが重要である。 

 

現代の医療は個別の職種や個人で担うべき

ものは少なく、様々な医療職が協働して行う

チーム医療が中心となってきている。臨床検

査技師としての専門性を持ちながら、他の医

療職との情報交換を適切に行うことが、最善

の医療の提供という根本的な目的にかなう道

である。そのために、臨床検査学の専門的知

識・技能・態度を修得し、医療の遂行にあた

って専門性を生かしたリーダーシップを持ち

適切な状況判断によって臨床医学に貢献する

ことができる人材を育成する。 

さらに、医療におけるコミュニケーション

能力に優れ、臨床検査の意義や特徴、得られ

たデータを患者や医療人に適切に説明・相談

できる技能を有し、診療支援として患者の病

態や検査データを解析し、治療に直結する重

要な知見を提示できる能力を持つ人材を育成

する。 

常に進歩し更新されていく医学・医療につ

いての認識を持ち、最新の医学知識や医療情

報を学び続けていくことは医療人として欠か

すことのできないことである。臨床検査技師

として、科学的探究心を備え、臨床検査学に

関わる諸問題を発見し、必要な情報を収集・

 

大学教育においては、単に専門知識や技能

を教授するのみならず、同時に高い倫理観と

幅広い教養を身につけることによって、学生

の人間性を高める役割がある。特に、医療に

携わる専門家としての臨床検査技師に対して

は、医療人としての意識を持つことの重要性

を充分に認識させる必要がある。患者や、広

くは社会全体のために奉仕する、ということ

を自覚し、臨床検査を基礎として積極的に社

会貢献できる豊かな人間性を備えた人材を育

成する。 

現代の医療は個別の職種や個人で担うべき

ものは少なく、様々な医療職が共同して行う

チーム医療が中心となってきている。臨床検

査技師としての専門性を持ちながら、他の医

療職との情報交換を適切に行うことが、最善

の医療の提供という根本的な目的にかなう道

であることを身につけてもらう。したがっ

て、医療におけるコミュニケーション能力に

優れ、臨床検査の意義や特徴、得られたデー

タを患者や医療人に適切に説明・相談できる

技能を有する臨床検査技師の養成を目指す。 

さらに診療支援として患者の病態や検査デ

ータを解析し、治療に直結する重要な知見を

提示できる能力を育成する。 

 

 

 

 

常に進歩し更新されていく医学・医療につ

いての認識を持ち、最新の医学知識や医療情

報を学び続けていくことは医療人として欠か

すことのできないことである。また、様々な

疾患において病因・病態の解明が進み、患者

個々の病態に合わせて疾患の原因となってい
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評価して論理的思考をもとに解決策を提示で

きる人材を育成する。そして、地域・医療福

祉への貢献のため、臨床検査技師として医療

福祉連携の重要性を理解し、地域における

人々の疾病予防、健康・自立に貢献できる人

材を育成する。 

る異常に対する対処法・治療法が提案される

時代になっている。臨床検査学は個々の異常

を解析し治療法を決定する個別化医療におい

ては最も重要な情報を提供する役割を担って

いる。これらの情報を的確に整理し提示でき

る高度な技術と判断力を持つ人材育成が求め

られる。さらに、臨床研究にも自ら積極的に

関わることで、医学・医療の発展に貢献でき

る臨床検査技師の育成を目指す。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（13ページ） 

新 旧 

（４）学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 医療技術に関する高度な知識と技術を身に

付け、チーム医療のなかで医療技術の専門家と

しての役割を果たすのにふさわしい高い倫理

観と教養、問題解決力とリーダーシップ、コミ

ュニケ―ション能力を持ち、人々の健康で自立

した生活を支援し、地域社会に貢献できる医療

技術者を育成する本学の課程において、卒業要

件として定めた単位を修得し、以下の資質・能

力を備えた者に「学士」の学位を授与する。 

 

医療技術学部臨床検査学科 学位授与の方針

（ディプロマ・ポリシー） 

 

① 責任感と倫理感 

普遍的な教養を身に付け、医療従事者として

の強い責任感と高い倫理観を持つことができ

る。 

② プロフェッショナリズム・リーダーシップ

と判断力 

臨床検査学の専門的知識・技能・態度を修得

し、医療の遂行にあたって専門性を生かしたリ

ーダーシップを持ち、適切な状況判断によって

臨床医学に貢献することができる。 

③ コミュニケーション能力 

患者とその関係者、医療チームのメンバーを

（３）学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 医療技術に関する高度な知識と技術を身に

つけ、チーム医療のなかで医療技術の専門家と

しての役割を果たすのにふさわしい高い倫理

観と教養、コミュニケ―ション力を持ち、人々

の健康で自立した生活を支援し、地域社会に貢

献できる医療技術者を育成する本学の課程に

おいて、卒業要件として定めた単位を修得し、

以下の資質・能力を備えた者に「学士」の学位

を授与する。 

 

医療技術学部臨床検査学科 学位授与の方針

（ディプロマ・ポリシー） 

 

① 責任感と倫理観 

普遍的な教養を身に付け、医療従事者として

の強い責任感と高い倫理観を持つことができ

る。 

② プロフェッショナリズム 

 

臨床検査学の専門的知識・技能・態度を修得

し、臨床医学に貢献することができる。 

 

 

③ コミュニケーション力 

患者とその関係者、医療チームのメンバーを
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尊重し、臨床検査技師として医療を担うための

的確な情報交換ができる。 

④ 問題発見・解決力 

科学的探究心を備え、臨床検査学に関わる諸

問題を発見し、必要な情報を収集・評価して論

理的思考をもとに解決策を提示できる。 

⑤ 地域・医療福祉への貢献力 

医療福祉連携の重要性を理解し、地域にお

ける人々の疾病予防、健康・自立に貢献でき

る。 

尊重し、臨床検査技師として医療を担うための

的確な情報交換ができる。 

④ 問題発見・解決力 

科学的探究心を備え、臨床検査学に関わる諸

問題を発見し、必要な情報を収集・評価して論

理的思考をもとに解決策を提示できる。 

⑤ 地域・医療福祉への貢献力 

医療福祉連携の重要性を理解し、地域にお

ける人々の疾病予防、健康・自立に貢献でき

る。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（17ページ） 

新 旧 

２．教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・

ポリシー） 

 本学の医療技術学部臨床検査学科の教育課

程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

は、以下のとおりである。 

 

医療技術学部臨床検査学科 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・

ポリシー） 

 

医療技術学部臨床検査学科では、学位授与

の方針を達成するため、下記の基本的な考え

方に基づいてカリキュラムを編成する。 

① 普遍的な教養と高い倫理観を涵養するた

めのカリキュラムを編成し、成果は科目試験

で評価する。 

② 臨床検査技師に求められるプロフェッシ

ョナルとしての知識と技術を修得し、医療に

おける専門の立場からのリーダーシップを発

揮し適切に状況を判断するためのカリキュラ

ムを編成し、成果は科目試験、実地試験、臨床

実習評価報告で評価する。 

③ チーム医療に必要な協調性と患者及びそ

の関係者、医療スタッフとのコミュニケーシ

ョン能力を持ち信頼関係を構築できる能力を

２．教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・

ポリシー） 

 本学の医療技術学部臨床検査学科の教育課

程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

は、以下のとおりである。 

 

医療技術学部臨床検査学科 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ 

ポリシー） 

 

医療技術学部臨床検査学科では、学位授与の

方針を達成するため、下記の基本的な考え方に

基づいてカリキュラムを編成する。 

① 普遍的な教養と高い責任感と倫理観を涵

養するためのカリキュラムを編成し、成果は

科目試験で評価する。 

② 臨床検査技師に求められる専門的知識と

技術、態度を修得するためのカリキュラムを

編成し、成果は科目試験、実地試験、臨床実

習評価報告で評価する。 

 

 

③ チーム医療に必要な協調性と患者及びそ

の関係者、医療スタッフとのコミュニケーシ

ョン能力をもち信頼関係を構築できる能力を
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涵養するためのカリキュラムを編成し、成果

は科目試験、実地試験、口頭試験、レポートで

評価する。 

④ 臨床検査学に関わる諸問題を発見し、必要

な情報を収集・評価して論理的思考をもとに

解決できる能力を涵養するためのカリキュラ

ムを編成し、成果は科目試験、実地試験、臨床

実習評価報告で評価する。 

⑤ 多様性のある社会に対応し、地域における

人々の疾病予防、健康・自立に貢献できる能

力を涵養するためのカリキュラムを編成し、

成果は科目試験で評価する。 

滋養するためのカリキュラムを編成し、成果

は科目試験、実地試験で評価する。 

 

④ 臨床検査学に関わる諸問題を発見し、必

要な情報を収集・評価して論理的思考をもと

に解決できる能力を滋養するためのカリキュ

ラムを編成し、成果は科目試験、実地試験、

臨床実習評価報告で評価する。 

⑤ 多様性のある社会に対応し、地域におけ

る人々の疾病予防、健康・自立に貢献できる

能力を涵養するためのカリキュラムを編成

し、成果は科目試験で評価する。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（33ページ） 

新 旧 

１．入学者受入れの方針（アドミッション・ポ

リシー） 

 本学の医療技術学部臨床検査学科では、学位

授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を実現し、

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポ

リシー）に定めた教育を受けるにふさわしい入

学者を選抜するため、以下のとおり、入学者受

入れの方針（アドミッション・ポリシー）を定

め、これに適う入学者の選抜を行う。 

 

医療技術学部臨床検査学科 入学者受入れ

の方針（アドミッション・ポリシー） 

 

医療技術学部臨床検査学科は、高等学校各

教科・科目全般について履修し、主体性を持

って多様な人々と協働して学ぶ態度を有す

る学生を求める。 

特に、次のような資質を身に付けておくこ

とを望む。 

① 生命の尊厳と医学における倫理観を理

解し、医療に携わりたいという意志を有す

る 

② 臨床検査学を学ぶのに必要な基礎学力

１．入学者受入れの方針（アドミッション・ポ

リシー） 

 本学の医療技術学部臨床検査学科では、学位

授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を実現し、

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポ

リシー）に定めた教育を受けるにふさわしい入

学者を選抜するため、以下の通り、入学者受入

れの方針（アドミッション・ポリシー）を定め、

これに適う入学者の選抜を行う。 

 

医療技術学部臨床検査学科 入学者受入れ

の方針（アドミッション・ポリシー） 

 

医療技術学部臨床検査学科は、高等学校各

教科・科目全般について履修し、主体性をも

って多様な人々と協働して学ぶ態度を有す

る学生を求める。 

特に、次のような資質を身に付けておくこ

とを望む。 

① 生命の尊厳を理解し、医療に携わりたい

という意志を有する 

 

② 臨床検査学を学ぶのに必要な基礎学力
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を持ち、自ら学修しようという強い意志と

向上心を有する 

③ 他者の意見を聞き、また自らの意見を他

者に的確に説明することができる 

④ 問題解決にあたって、自ら主導的な役割

を果たそうとする意欲を有する 

⑤ 臨床検査学の知識や技能を用いて社会

に貢献しようとする意欲を有する 

 

これらアドミッション・ポリシーは、ディプ

ロマ・ポリシーにおける①責任感と倫理感、②

プロフェッショナリズム・リーダーシップと判

断力、③コミュニケーション能力、④問題発見・

解決力、⑤地域・医療福祉への貢献力を身に付

けるために、それぞれ前提となる資質・意欲を

求めるものである。また、ディプロマ・ポリシ

ーと関連づけられているカリキュラム・ポリシ

ー（①普遍的な教養と高い倫理観を涵養するた

めの、②臨床検査技師に求められるプロフェッ

ショナルとしての知識と技術を修得し、医療に

おける専門の立場からのリーダーシップを発

揮し適切に状況を判断するための、③チーム医

療に必要な協調性と患者及びその関係者、医療

スタッフとのコミュニケーション能力を持ち

信頼関係を構築できる能力を涵養するための、

④臨床検査学に関わる諸問題を発見し、必要な

情報を収集・評価して論理的思考をもとに解決

できる能力を涵養するための、⑤多様性のある

社会に対応し、地域における人々の疾病予防、

健康・自立に貢献できる能力を涵養するため

の）に基づき編成された教育課程により学修す

る前提となる資質・能力を求めるものである。 

を有する 

 

③ 他者の意見に耳を傾け、また、自らの意

見を他者に的確に説明することができる 

④ 自ら学修しようという強い意志と向上

心を有する 

⑤ 臨床検査学の知識や技能を用いて社会

に貢献しようとする意欲を有する 
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（是正事項）医療技術学部 臨床検査学科 

 

２．審査意見１のとおり、養成する人材像及び３つのポリシーの妥当性及び整合性に疑義があ

るため、教育課程の妥当性についても判断できない。このため、審査意見１への対応を踏まえ

て、本学部の教育課程が、適切なディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに基づ

き、修得すべき知識等に係る教育が網羅され、体系性が担保された上で、適切に編成されてい

ることを明確に説明すること。 

 

（１）ディプロマ・ポリシー①において「責任感と倫理観」を掲げており、これに対応するカ

リキュラム・ポリシー①において「①普遍的な教養と高い責任感と倫理観を涵養するためのカ

リキュラムを編成し」とあるが、カリキュラムマップを見ると、全て授業科目がディプロマ・

ポリシー①の関連科目とされており、ディプロマ・ポリシー①及び関連するカリキュラム・ポ

リシー①の達成のために、必要な教育課程が適切に編成されているかが判然としない。 

（２）ディプロマ・ポリシー⑤において掲げる「⑤地域・医療福祉への貢献力」に対応する教

育課程として、必修科目が１年次前期に２科目、４年次に３科目設定されているものの、この

ような授業科目の配当年次の設定により「地域・医療福祉への貢献力」を体系的に養成する教

育課程となっているか疑義があることから、掲げる資質・能力を修得するため、順序性に留意

した体系的かつ効果的な配当年次の設定となっていることを明確に説明するとともに、必要に

応じて適切に改めること。 

（３）養成する人材像やディプロマ・ポリシー③において「コミュニケーション力」を掲げて

おり、「DP達成に特に重要な科目」として設定している「コミュニケーションの基礎」や「チ

ーム医療（多職種連携）」において定期試験やレポートにより成績を評価することとしている

ものの、これらの成績評価方法によりディプロマ・ポリシーで掲げる「コミュニケーション

力」の達成を評価できるかが判然としないことから、「コミュニケーション力」を養うという

目的に照らし、その成績評価方法が妥当であることを説明するか、必要に応じて適切に改める

こと。 

 

 

（対応） 

 審査意見２として「審査意見１への対応を踏まえて、本学部の教育課程が、適切なディプロ

マ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに基づき、修得すべき知識等に係る教育が網羅され、

体系性が担保された上で、適切に編成されていることを明確に説明すること。」とのご指摘をい

ただきました。このことを受け、審査意見２に含まれる（１）～（３）の内容を踏まえ、明確化

並びに整合性を図った「養成する人材像」及び３つのポリシーに基づき、修得すべき知識等に係

る教育が網羅され、体系性が担保された上で、適切に編成されていることを明確化しました。具

体的には、３つのポリシー間の関係性と対応する授業科目については、カリキュラムツリー（資

料１）及びカリキュラムマップ（資料２）を修正しました。また、教育課程の妥当性について明

らかにするために、ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーに基づき、設置の趣旨等を

記載した書類の各該当箇所に具体的に修正・補記することで、全体として明瞭になるように適切
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に改めました。 

 特に、（１）への対応としては、カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーを、ポリシ

ー間の関連性が明らかになるよう修正を加えました。そのうえで、ディプロマ・ポリシーの「責

任感と倫理観」及び関連するカリキュラム・ポリシーを達成するために実施する授業科目を明確

化し、カリキュラムマップ（資料２）を見直すとともに、設置の趣旨等を記載した書類の各該当

箇所を修正しました。（２）への対応としては、「地域・医療福祉への貢献力」を体系的に養成す

る教育課程を明確化するために、１年次の科目でその意義を理解させ、関連した専門基礎分野科

目及び専門科目において基礎的な能力を身に付け、臨地実習において医療現場を経験して修得で

きるように体系化して配置していることを明示し、設置の趣旨等を記載した書類に具体的に記載

しました。（３）への対応としては、「コミュニケーション能力」を評価するために、臨床現場に

おける対応の評価のために「臨地実習評価報告」を加え、医療現場において他の医療スタッフや

患者・家族とのコミュニケーションの在り方について学修したことを、口頭試問及びレポート発

表により評価することとしました。あわせて、シラバスの成績評価方法を見直しました（資料３

～７）。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（17～18ページ） 

新 旧 

ディプロマ・ポリシーに掲げた「責任感と倫

理観」は、カリキュラム・ポリシーにおいて、

「普遍的な教養と高い倫理観を涵養するため

のカリキュラムを編成」することと対応してい

る。普遍的な教養は、基礎分野科目の修得によ

って身に付けさせるが、倫理観の醸成は、特に

「生命倫理」、「社会心理学」、「法学」などを通

じて知識として修得し、専門基礎科目の「解剖

学実習」、「病理学実習」、「医学概論」、「チーム

医療（多職種連携）」で浸透を図り、「臨地実習」

で実践的に理解し修得することとしている。 

「プロフェッショナリズム・リーダーシップ

と判断力」は、主に「臨床検査技師に求められ

るプロフェッショナルとしての知識と技術を

修得し、医療における専門の立場からのリーダ

ーシップを発揮し適切に状況を判断するため

のカリキュラムを編成」することで実現を図る

が、この項目の達成には専門基礎分野科目と専

門分野科目全般の修得が必要である。リーダー

シップと判断力は、特に「チーム医療（多職種

連携）」、「臨床病態学概論」、「臨床病態学Ⅰ・

ディプロマ・ポリシーに掲げた「責任感と

倫理観」は、カリキュラム・ポリシーにおい

て、「普遍的な教養と高い倫理観を滋養するた

めのカリキュラムを編成」すること、「プロフ

ェッショナリズム」は主に「臨床検査技師に

求められる知識と技術を修得するためのカリ

キュラムを編成」することで実現を図るが、

この項目の達成にはすべてのカリキュラム・

ポリシーが相関している。 
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Ⅱ」、「臨床病態学演習」、「臨床検査総合管理学

Ⅰ、Ⅱ」、「臨床検査総合管理学演習」、「臨地実

習事前実習」、「臨地実習」で修得させる。 

「コミュニケーション能力」は、「チーム医

療に必要な協調性と患者及びその関係者、医療

スタッフとのコミュニケーション能力を持ち、

信頼関係を構築できる能力を涵養するための

カリキュラムを編成」することとし、「臨床検

査学への誘い」、「チーム医療（多職種連携）」、

「臨地実習事前実習」、「臨地実習」で修得し、

評価には科目試験、実地試験に加え、臨床現場

での対応の評価のために口頭試験、レポートを

加えている。 

「問題発見・解決力」は、「臨床検査学に関

わる諸問題を発見し、必要な情報を収集・評価

して論理的思考をもとに解決できる能力を涵

養するためのカリキュラムを編成」することで

修得させる。具体的には、専門基礎分野の実習

科目と専門分野の実習・演習科目である「臨床

病態学実習」、「血液検査学実習Ⅰ・Ⅱ」、「病理

検査学実習Ⅰ・Ⅱ」、「一般検査学実習Ⅰ・Ⅱ」、

「医動物学実習Ⅰ・Ⅱ」、「臨床化学検査学実習

Ⅰ・Ⅱ」、「免疫検査学実習Ⅰ・Ⅱ」、「遺伝子染

色体検査学実習」、「輸血・移植検査学実習」、

「微生物検査学実習Ⅰ・Ⅱ」、「生理機能検査学

実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」、「臨床検査総合管理学演習」、

「医療安全管理学実習」、「臨地実習事前実習」、

「臨地実習」、「卒業研究」で修得させる。 

「地域・医療福祉への貢献力」は「多様性の

ある社会に対応し、地域における人々の疾病予

防、健康・自立に貢献できる能力を涵養するた

めのカリキュラムを編成」することで修得させ

る。具体的には、1年次「臨床検査学への誘い」、

「医学概論」、「チーム医療（多職種連携）」、「公

衆衛生学」においてその意義を理解させ、専門

基礎分野科目の「臨床検査の基礎とその疾病と

の関連」の各科目及び「病態学」、「血液学的検

査」、「病理学的検査」において、地域・医療福

 

 

 

「コミュニケーション力」は「チーム医療

に必要な協調性と患者及びその関係者、医療

スタッフとのコミュニケーション能力をもち

信頼関係を構築できる能力を滋養するための

カリキュラムを編成」すること、 

 

 

 

 

 

「問題発見・解決力」は「臨床検査学に関わ

る諸問題を発見し、必要な情報を収集・評価

して論理的思考をもとに解決できる能力を滋

養するためのカリキュラムを編成」するこ

と、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域・医療福祉への貢献力」は「多様性の

ある社会に対応し、地域における人々の疾病

予防、健康・自立に貢献できる能力を涵養す

るためのカリキュラムを編成」することと対

応している。 
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祉に貢献できる基礎的な能力を身に付ける。こ

れら 1～3年次科目で養った知識・技能を、「臨

地実習事前実習」、「臨地実習」での経験によっ

てその理解を強固なものとして修得する。 

これらのカリキュラム・ポリシーと関連する

科目については、カリキュラムツリー（資料 4-

2（再））に詳細を示している。1年次では基礎

分野科目と専門基礎分野科目、2年次では専門

基礎分野科目と専門分野科目、3年次では専門

分野科目、4年次では臨地実習と卒業研究を中

心にして、段階的に学びながら進めるようにカ

リキュラムを編成している。 

 

 

 

 

これらのカリキュラム・ポリシーと関連す

る科目についても（資料 4-2（再））に詳細を

示している。1年次では基礎分野科目と専門

基礎分野科目、2年次では専門基礎分野科目

と専門分野科目、3年次では専門分野科目、4

年次では臨地実習と卒業研究を中心にして、

段階的に学びながら進めるようにカリキュラ

ムを編成している。 
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（是正事項）医療技術学部 臨床検査学科 

 

３．アドミッション・ポリシーについて、関係する審査意見への対応を踏まえて、ディプロ

マ・ポリシーやカリキュラム・ポリシー、教育課程等との整合性を担保した上で、妥当なもの

であることを改めて明確に説明するとともに、必要に応じて適切に改めること。 

 

 

（対応）関係する審査意見を受けて、３つのポリシーを前述のとおり改めたことを踏まえ、教育

課程等との整合性を担保した上で、妥当なものであることを明確にするために、設置の趣旨等を

記載した書類を改めました。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（33ページ） 

新 旧 

これらアドミッション・ポリシーは、ディプ

ロマ・ポリシーにおける①責任感と倫理感、②

プロフェッショナリズム・リーダーシップと判

断力、③コミュニケーション能力、④問題発見・

解決力、⑤地域・医療福祉への貢献力を身に付

けるために、それぞれ前提となる資質・意欲を

求めるものである。また、ディプロマ・ポリシ

ーと関連づけられているカリキュラム・ポリシ

ー（①普遍的な教養と高い倫理観を涵養するた

めの、②臨床検査技師に求められるプロフェッ

ショナルとしての知識と技術を修得し、医療に

おける専門の立場からのリーダーシップを発

揮し適切に状況を判断するための、③チーム医

療に必要な協調性と患者及びその関係者、医療

スタッフとのコミュニケーション能力を持ち

信頼関係を構築できる能力を涵養するための、

④臨床検査学に関わる諸問題を発見し、必要な

情報を収集・評価して論理的思考をもとに解決

できる能力を涵養するための、⑤多様性のある

社会に対応し、地域における人々の疾病予防、

健康・自立に貢献できる能力を涵養するため

の）に基づき編成された教育課程等により、学

修する前提となる資質・能力を求めるものであ

る。 
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（是正事項）医療技術学部 臨床検査学科 

 

４．一般選抜試験の個別方式について「学力検査として英語のほか数学ⅠAまたは国語から 1

科目、理科（物理、化学、生物、「物理基礎,化学基礎 ,生物基礎の 2科目合計」から 1 科目選

択）の 4 科目から 1科目を課す方式」として実施するとの記載があるが、理科については「物

理、化学、生物、「物理基礎,化学基礎,生物基礎の 2科目合計」から 1科目選択」とあるた

め、「4 科目から 1科目を課す」の「4科目」がいずれの科目を意図しているものか不明確であ

り、入学者の能力を適切に判断できる内容となっているかが判断できない。一般選抜試験の個

別方式の内容が明確になるよう適切に改めた上で、アドミッション・ポリシーと整合し、妥当

であることを説明すること。 

 

 

（対応）一般選抜試験の個別方式の内容が明確になるよう適切に改めたうえで、選抜方法とアド

ミッション・ポリシーとの整合性及び妥当性について、設置の趣旨等を記載した書類における説

明を改めました。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（34ページ） 

新 旧 

３．受験資格、入学試験科目、選抜方法 

（１）学校推薦型選抜試験 

学校推薦型選抜試験は、専願制にて実施す

る。本学が指定した高等学校長の推薦に基づ

き、調査書を主な資料として判定することと

し、学部のアドミッション・ポリシーに基づ

き、調査書により基礎となる学力を評価し、

面接を課すことにより、能力、適性、意欲、

関心等を多面的かつ総合的に評価する。 

 

（２）一般選抜試験 

一般選抜試験は、個別方式と大学入学共通

テスト利用方式の 2種類を設ける。 

 

１）個別方式 

学力検査として英語は必修とし、数学Ⅰ

Aまたは国語から 1科目を選択する。さら

に、理科は物理、化学、生物の 3科目から

1科目を選択する。またはそれに代えて理

科の基礎科目（物理基礎,化学基礎,生物基

３．受験資格、入学試験科目、選抜方法 

（１）学校推薦型選抜試験 

学校推薦型選抜試験は、専願制にて実施す

る。本学が指定した高等学校長の推薦に基づ

き、調査書を主な資料として判定することと

し、学部のアドミッション・ポリシーに基づ

き、調査書により基礎となる学力を評価し、

面接を課すことにより、能力、適性、意欲、

関心等を多面的かつ総合的に評価する。 

 

（２）一般選抜試験 

一般選抜試験は、個別方式と大学入学共通

テスト利用方式の 2種類を設ける。 

 

１）個別方式 

学力検査として英語のほか数学ⅠA ま

たは国語から 1科目、理科（物理、化学、

生物、「物理基礎,化学基礎,生物基礎の 2

科目合計」から 1科目選択）の 4科目から

１科目を課す方式として、入学志願者の学
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礎）3科目から 2 科目選択での受験も可能

である。理科基礎科目 2科目の配点の合計

は一般理科１科目の配点と同じに設定し、

評価の平等化を図っている。このように、

必修科目の英語、選択科目として数学Ⅰま

たは国語から 1科目を、理科については物

理、化学、生物のうちから１科目、または

理科基礎科目 2科目（3科目から 2科目を

選択が、2科目合計で一般理科の 1科目に

相当する配点とする）を課す方式として、

入学志願者の学習能力を客観的に評価し

判定することができるようにする。調査書

により、アドミッション・ポリシー①～⑤

に基づく、自ら学ぶ意欲や関心、適性等を

適切に判断することとしている。アドミッ

ション・ポリシーにおける「②臨床検査学

を学ぶのに必要な基礎学力を持ち、自ら修

学しようという強い意志と向上心を有す

る」の項目に関連して、基礎学力として、

外国語（英語）、国語または数学、理科を

入試の科目とする。 

習能力を客観的に評価し判定することが

できるようするともに、調査書により、ア

ドミッション・ポリシーに基づく、自ら学

ぶ意欲や関心、適性等を適切に判断するこ

ととしている。 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（35～36ページ） 

新 旧 

（４）選抜方法について（各入試区分と学力の 3

要素とのチェック表） 

表 8-1 に、各選抜区分における選抜方法と、

評価項目のアドミッション・ポリシーの対応を

示す。また、全ての入試区分において、アドミッ

ション・ポリシーに基づき、学力の 3 要素「知

識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性

を持ち多様な人々と協働して学ぶ態度」を判定

する（表 8-2）。 

 

表 8-1 アドミッション・ポリシーと入学者選抜

における評価項目 

選抜区

分 

選抜方法 評価項目（アドミッショ

ン・ポリシーとの対応） 

（４）選抜方法について（各入試区分と学力の 3

要素とのチェック表） 

 

 

全ての入試区分において、アドミッ

ション・ポリシーに基づき、学力の 3 要素「知

識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性

を持ち多様な人々と協働して学ぶ態度」を判定

する。 

 

表 8-1 アドミッション・ポリシーと入学者選抜

における評価項目 

選抜 方

法 

選抜区分 評価項目（アドミッショ

ン・ポリシーとの対応） 
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学校推

薦型 

選抜 

 

調査書 

( 志 望 理

由 書 含

む) 

 

 

 

 

 

 

 

①生命の尊厳と医学に

おける倫理観を理解し、

医療に携わりたいとい

う意志を有する 

②臨床検査学を学ぶの

に必要な基礎学力を持

ち、自ら修学しようとい

う強い意志と向上心を

有する 

③他者の意見を聞き、ま

た自らの意見を他者に

的確に説明することが

できる 

④問題解決にあたって、

自ら主導的な役割を果

たそうとする意欲を有

する 

⑤臨床検査学の知識や

技能を用いて社会に貢

献しようとする意欲を

有する 

小論文 

 

 

 

 

 

 

 

①生命の尊厳と医学に

おける倫理観を理解し、

医療に携わりたいとい

う意志を有する 

③他者の意見を聞き、ま

た自らの意見を他者に

的確に説明することが

できる 

④問題解決にあたって、

自ら主導的な役割を果

たそうとする意欲を有

する 

⑤臨床検査学の知識や

技能を用いて社会に貢

献しようとする意欲を

有する 

調査書 

( 志 望

理由 書

含む) 

学校推薦

型 

選抜 

一般選抜 

①生命の尊厳を理解し、

医療に携わりたいとい

う意志を有する 

 

②臨床検査学を学ぶの

に必要な基礎学力を有

する 

 

 

③他者の意見に耳を傾

け、また、自らの意見を

他者に的確に説明する

ことができる 

④自ら学修しようとい

う強い意志と向上心を

有する 

 

⑤臨床検査学の知識や

技能を用いて社会に貢

献しようとする意欲を

有する 

小論文 学校推薦

型 

選抜 

①生命の尊厳を理解し、

医療に携わりたいとい

う意志を有する 

 

③他者の意見に耳を傾

け、また、自らの意見を

他者に的確に説明する

ことができる 

④自ら学修しようとい

う強い意志と向上心を

有する 

 

⑤臨床検査学の知識や

技能を用いて社会に貢

献しようとする意欲を

有する 
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面接試験 ①生命の尊厳と医学に

おける倫理観を理解し、

医療に携わりたいとい

う意志を有する 

③他者の意見を聞き、ま

た自らの意見を他者に

的確に説明することが

できる 

④問題解決にあたって、

自ら主導的な役割を果

たそうとする意欲を有

する 

⑤臨床検査学の知識や

技能を用いて社会に貢

献しようとする意欲を

有する 

一般選

抜 

（個別

方式) 

調査書 

( 志 望 理

由 書 含

む) 

 

 

 

 

 

 

 

 

①生命の尊厳と医学に

おける倫理観を理解し、

医療に携わりたいとい

う意志を有する 

②臨床検査学を学ぶの

に必要な基礎学力を持

ち、自ら修学しようとい

う強い意志と向上心を

有する 

③他者の意見を聞き、ま

た自らの意見を他者に

的確に説明することが

できる 

④問題解決にあたって、

自ら主導的な役割を果

たそうとする意欲を有

する 

⑤臨床検査学の知識や

技能を用いて社会に貢

献しようとする意欲を

有する 

面接 試

験 

学校推薦

型 

選抜 

①生命の尊厳を理解し、

医療に携わりたいとい

う意志を有する 

 

③他者の意見に耳を傾

け、また、自らの意見を

他者に的確に説明する

ことができる 

④自ら学修しようとい

う強い意志と向上心を

有する 

 

⑤臨床検査学の知識や

技能を用いて社会に貢

献しようとする意欲を

有する 

個別 学

力 

試験 

一般選抜 

（個別方

式） 

 

 

 

 

②臨床検査学を学ぶの

に必要な基礎学力を有

する 
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個別学力

試験 

 

②臨床検査学を学ぶの

に必要な基礎学力を持

ち、自ら修学しようとい

う強い意志と向上心を

有する 

一般選

抜 

（大学

入学共

通テス

ト利用

方式） 

調査書 

( 志 望 理

由 書 含

む) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①生命の尊厳と医学に

おける倫理観を理解し、

医療に携わりたいとい

う意志を有する 

②臨床検査学を学ぶの

に必要な基礎学力を持

ち、自ら修学しようとい

う強い意志と向上心を

有する 

③他者の意見を聞き、ま

た自らの意見を他者に

的確に説明することが

できる 

④問題解決にあたって、

自ら主導的な役割を果

たそうとする意欲を有

する 

⑤臨床検査学の知識や

技能を用いて社会に貢

献しようとする意欲を

有する 

大学入学

共通テス

ト 

②臨床検査学を学ぶの

に必要な基礎学力を持

ち、自ら修学しようとい

う強い意志と向上心を

有する 
 

 

大学 入

学 

共通 テ

スト 

一般選抜 

（大学入

学共通テ

スト利用

方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②臨床検査学を学ぶの

に必要な基礎学力を有

する 
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（是正事項）医療技術学部 臨床検査学科 

 

５．本学の学則において、学校教育法施行規則第４条第１項第９号に規定する「寄宿舎に関す

る事項」について記載が見受けられないことから、適切に改めること。 

 

 

（対応） 

学則を改正し、寄宿舎に関する条文を追加して制定いたします。 

 

（新旧対照表）学則（２ページ） 

新 旧 

新潟薬科大学学則 

制  定 平成３年３月 20 日 

最新改正 令和５年４月１日 

 

第１章 総則 

＜ 省 略 ＞ 

第２節 組織 

＜ 省 略 ＞ 

（事務部） 

第 11 条 本学に事務部を置く。 

２ 事務部の組織及び事務分掌等については、

学校法人新潟科学技術学園事務組織規程（昭和

58 年４月 20 日制定）の定めるところによる。 

（寄宿舎） 

第 11 条の２ 本学に寄宿舎を置くことができ

る。 

２ 寄宿舎に関し必要な事項は、別に定める。 

＜ 省 略 ＞ 

附 則  

 この学則は、令和５年４月１日から施行す

る。 

＜ 省 略 ＞ 

 

新潟薬科大学学則 

制  定 平成３年３月 20 日 

最新改正 令和５年４月１日 

  

第１章 総則 

＜ 省 略 ＞ 

第２節 組織 

＜ 省 略 ＞ 

（事務部） 

第 11 条 本学に事務部を置く。 

２ 事務部の組織及び事務分掌等については、

学校法人新潟科学技術学園事務組織規程（昭和

58 年４月 20 日制定）の定めるところによる。 

 

 

 

 

＜ 省 略 ＞ 

附 則 

 この学則は、令和５年４月１日から施行す

る。 

＜ 省 略 ＞ 

 

 

 

 

 

-審査意見（6月）（本文）-19-



(20) 

（改善事項）医療技術学部 臨床検査学科 

 

６．申請書類について、用語の混同や誤字脱字等全般的に文章の不備が散見されるので、網羅

的に確認を行った上で、適切に改めること。 

 

 

（対応） 

下記の新旧対照表のとおり、改善意見に基づき、必要な修正を行いました。 

 

（新旧対照表） 

事項 新 旧 補正理由 

学科名 審査対象教員一覧 

（タイトル） 

医療技術学部臨床検査学科 

審査対象教員一覧 

（タイトル） 

医療技術学部臨床検査技師学

科 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため削除した。 

職名 審査対象教員一覧 

4.田嶋明彦 

教授 

審査対象教員一覧 

4.田嶋明彦 

准教授 

審査意見 6 及び教員

審査の結果への対応

に伴うもの。 

誤記載のため変更し

た。 

授業科目名 判定カード 

14.千葉（平野）映奈 

 

判定カード 

14.千葉（平野）映奈 

輸血・移植検査学 

輸血・移植検査学実習 

移植・細胞療法 

臨床検査総合管理学演習 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため削除した。 

教育組織の

概要 

基本計画書 

助手 

１人 

(０) 

基本計画書 

助手 

１人 

(１) 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。開設年

度就任予定人数をご

記 載 の た め 変 更 し

た。 

設置の趣旨 設置等の趣旨（本文）-4- 

 

設置等の趣旨（本文）-4- 

（下から 3 行目の記載） 

（資料 1-4） 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため削除した。 

 設置等の趣旨（本文）-6- 

「第 3 期がん対策推進基本計

画」のもと、患者本位のがん

医療を実現するための施策と

設置等の趣旨（本文）-6- 

「第 3 期がん対策推進基本計

画」で、患者本位のがん医療

を実現するための施策として

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 
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して推進され… 推進され… 

 設置等の趣旨（本文） 

-8,12,15,21,31- 

修得 

設置等の趣旨（本文） 

-8,12,15,20,30- 

習得 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文） 

-12,15- 

…医療人に適う倫理観と豊か

な人間性を持ち… 

設置等の趣旨（本文） 

-12,15- 

…医療人に適う倫理観と豊か

な人間性をもち… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文） 

-12,22,23,27,28- 

…身に付け… 

設置等の趣旨（本文） 

-12,21,22,26,27- 

…身につけ… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-14- 

臨床検査技師としての標準的

な医療に貢献できる基本的な

知識・技能を持ち… 

設置等の趣旨（本文）-14- 

臨床検査技師としての標準的

な医療に貢献できる基本的な

知識・技能をもち… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-14- 

…新興感染症のパンデミック

が起きた場合… 

設置等の趣旨（本文）-14- 

…新興感染症のパンデミック

がおきた場合… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-16- 

また、本学科の学位授与の方

針（ディプロマ・ポリシー）及

び卒業要件を… 

設置等の趣旨（本文）-15- 

また、本学科の学位授与の方

針（ディプロマ・ポリシー）お

よび卒業要件を… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-22- 

臨床検査室及び衛生検査所に

対する認証制度の重要性 

設置等の趣旨（本文）-21- 

臨床検査室および衛生検査所

に対する認証制度の重要性 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-23- 

③…そして検査研究の重要性

を認識… 

設置等の趣旨（本文）-22- 

③…そして検査研究の重要さ

を認識… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-23- 

…としての倫理観と責任感を

身に付け… 

設置等の趣旨（本文）-22- 

…としての倫理と責任を修得

し… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-23- 

新潟県内 19 施設の実習施設

の協力を得て… 

設置等の趣旨（本文）-22- 

新潟県内に 19 施設の実習施

設の協力を得て… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-24- 

…学内での講義・実習及び臨

地実習で修得した… 

設置等の趣旨（本文）-23- 

…学内での講義・実習および

臨地実習で修得した… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-24- 設置等の趣旨（本文）-23- 審査意見 6 への対応
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…問題提起から研究テーマを

見い出し… 

…問題提起から研究テーマを

見いだし… 

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-25- 

…解決する方法を見い出すプ

ロセスが重要となる。 

設置等の趣旨（本文）-24- 

…解決する方法を見いだすプ

ロセスが重要となる。 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-26- 

アドバイザー教員は、学生が

抱える問題の解決のために… 

設置等の趣旨（本文）-25- 

アドバイザー教員は、学生の

抱える問題の解決のために… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-26- 

まず、入学時及び各年次の開

始時のオリエンテーションで

… 

設置等の趣旨（本文）-25- 

まず、入学時および各年次の

開始時のオリエンテーション

で… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-27- 

授業内容を深く真に身に付け

ることを目的として CAP 制

を導入し… 

設置等の趣旨（本文）-26- 

授業内容を深く真に身につけ

ることを目的として、CAP 制

を導入し… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-27- 

このことを、オリエンテーシ

ョンで学生に周知させること

に努める。 

設置等の趣旨（本文）-26- 

このことは、オリエンテーシ

ョンで学生に周知させること

に努める。 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-28- 

また、これらの実習施設によ

る最大受入人数の合計は… 

設置等の趣旨（本文）-27- 

また、これらの病院による最

大受入人数の合計は… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-28- 

新潟薬科大学医療技術学部臨

床検査学科病院等における実

習等の誠実な履行ならびに個

人情報等及び病院等の… 

設置等の趣旨（本文）-27- 

新潟薬科大学医療技術学部臨

床検査学科病院等における実

習等の誠実な履行ならびに個

人情報等および病院等の… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-29- 

２）臨地実習指導者に確認・

報告を行い、決して独断で行

動しないこと。 

設置等の趣旨（本文）-28- 

２）臨地実習指導者に確認・

報告をし、決して独断で行動

しないこと。 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-30- 

５．臨地実習水準確保の方策 

設置等の趣旨（本文）-29- 

５．臨床実習水準確保の方策 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文） 

-30,33- 

…以下のとおり… 

設置等の趣旨（本文） 

-29,32- 

…以下の通り… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 
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 設置等の趣旨（本文）-37- 

筆答試験 

設置等の趣旨（本文）-34- 

筆頭試験 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-38- 

…解剖生理学に教育実績と業

績のある専任教員（教授及び

講師）… 

設置等の趣旨（本文）-35- 

…解剖生理学に教育実績と業

績のある専任教員（教授およ

び講師）… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-39- 

「病理学実習」では、病理学

が専門である専任の教員（准

教授）に加えて、基礎病理学

及び臨床病理学を専門とし… 

設置等の趣旨（本文）-36- 

「病理学実習」では、病理学

が専門である専任の教員（准

教授）に加えて、基礎病理学

および臨床病理学を専門とし

… 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-42- 設置等の趣旨（本文）-39- 

（下から 6 行目の記載） 

（資料 10-5） 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため削除した。 

 設置等の趣旨（本文）-43- 

生理機能検査学実習Ⅰ、生理

機能検査学実習Ⅱ、生理機能

検査学実習Ⅲ等を開講する J

棟 2 階の J209 実習室及び

J208 実習室は 

設置等の趣旨（本文）-40- 

生理機能検査学実習Ⅰ、生理

機能検査学実習Ⅱ、生理機能

検査学実習Ⅲ等を開講する J

棟 2 階の J209 実習室および

J208 実習室は 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 

 設置等の趣旨（本文）-44- 

…課外活動等に活用する予定

である（資料 10-3,10-4,10-

6）。 

設置等の趣旨（本文）-41- 

…課外活動等に活用する予定

である。（資料 10-3,10-4,10-

6） 

審査意見 6 への対応

に伴うもの。誤記載

のため変更した。 
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